
 

  

 

 

 

家族
か ぞ く

の日
ひ

礼拝
れいはい

 

（復活節
ふっかつせつ

 第
だい

6主日
しゅじつ

礼拝
れいはい

） 

 

《礼拝
れいはい

はインターネットで中継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたでも

ご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をしていただけます》 

 

前  奏
ぜ ん そ う

 黙 祷
も く と う

 

招
まね

きの詞
ことば

 詩編
し へ ん

    95編
へん

 1－3節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－202番
ばん

「よろこびとさかえに満
み

つ」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
いいんかい

） 

聖  書
せ い し ょ

 マタイによる福音書
ふくいんしょ

  6 章
しょう

 1－15節
せつ

 

お 祈
いの

 り 

賛 美 歌
さ ん び か

 1954－316番
ばん

「主
しゅ

よ、こころみ」（©讃美歌
さ ん び か

編集
へんしゅう

委員会
いいんかい

） 

メッセージ 「蝉
せみ

の声
こえ

より蛍
ほたる

の光
ひかり

」   水谷
みずたに

 憲
けん

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

 1954－308番
ばん

「いのりは口
くち

より」（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

主
しゅ

の祈
いの

り 21－62番
ばん

「天
てん

にいます 私
わたし

たちの父
ちち

」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ばん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

       水谷
みずたに

 憲
けん

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ばん

）（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

報  告
ほ う こ く

 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください） 
 

《お隣
となり

と間隔
かんかく

をあけて、席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」は参加費
さ ん か ひ

ではございません。 

受付
うけつけ

に献
けん

金箱
きんばこ

がございます。ご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

2021 年 5 月 9 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 64 巻第 6 号（通算 3234 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：15－10：30   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

神様
かみさま

がすべての人
ひと

と共
とも

におられる 

ことを 証
あかし

ししていく教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）     

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

私は知っている。／私を 贖
あがな

う方は生きておられ／後の日に塵
ちり

の上に立たれる。（ヨブ記 19：25） 



招
まね

きの詞
ことば

 詩編 95 編 1－3 節 （聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 1 さあ、主に向かって、喜び歌おう。／救いの岩に喜びの声を上げよう。 

 2 感謝のうちにその前に進み／賛美と共に喜びの声を上げよう。 

 3 まことに主は大いなる神／すべての神々にまさる偉大な王。 

 

聖 書 マタイによる福音書 6 章 1－15 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 1「見てもらおうとして、人の前で a善行
ぜんこう

をしないように注意しなさい。そうで

ないと、天におられるあなたがたの父から報
むく

いが受けられない。2だから、施
ほどこ

し

をするときには、偽善者
ぎぜんしゃ

たちが人から褒
ほ

められようと会堂や通りでするように、

自分の前でラッパを吹き鳴らしてはならない。よく言っておく。彼らはその報
むく

い

をすでに受けている。3 施
ほどこ

しをするときは、右の手のしていることを左の手に知

らせてはならない。4あなたの施
ほどこ

しを隠すためである。そうすれば、隠れたこと

を見ておられる父が、あなたに報
むく

いてくださる。」 

 5「また、祈るときは、偽善者
ぎぜんしゃ

のようであってはならない。彼らは、人に見て

もらおうと、会堂や大通りの角
かど

に立って祈ることを好む。よく言っておく。彼ら

はその報
むく

いをすでに受けている。6あなたが祈るときは、b奥の部屋に入って戸を

閉め、隠れた所におられるあなたの父に祈りなさい。そうすれば、隠れたことを

見ておられる父が、あなたに報
むく

いてくださる。7祈るときは、異邦人のようにく

どくどと述べてはならない。彼らは言葉数が多ければ、聞き入れられると思って

いる。8彼らのまねをしてはならない。あなたがたの父は、願う前から、あなた

がたに必要なものをご存じなのだ。9だから、こう祈りなさい。 

『天におられる私たちの父よ 

御名
み な

が聖とされますように。 
10御国

み く に

が来ますように。 

御心
みこころ

が行われますように 

天におけるように地の上にも。 
11私たちに c日ごとの糧

かて

を今日お与えください。 
12私たちの負

お

い目をお赦
ゆる

しください 

私たちも自分に負い目のある人を 
d赦
ゆる

しましたように。 
13私たちを試

こころ

みに遭
あ

わせず／悪からお救いください。』 
14 もし、人の過

あやま

ちを赦
ゆる

すなら、あなたがたの天の父もあなたがたをお赦
ゆる

しにな

る。15 しかし、もし人を赦
ゆる

さないなら、あなたがたの父もあなたがたの過
あやま

ちを

お赦
ゆる

しにならない。」 

（脚注 a：直訳「自分の義を行わないように」、b：別訳「倉庫」、 

c：別訳：「必要な糧」、d：直訳「赦しましたから」。異本では「赦します」、 

e：別訳「悪い者」。） 



  

《先週の礼拝より》5 月 2 日 復活節第 5 主日礼拝   牛田匡牧師 

メッセージ「キリスト教からイエスの道へ」より 

聖書：ヨハネによる福音書 14 章 1－14 節  

 「神様はどこにいるの？」と聞かれると、多くの人は前方斜め上の方を指す

そうですが、「神様は神殿の奥の祭壇に現れるよ」と言われていた時代に、イ

エス様は自らも人間として生まれて、人々の間に生きられました。「神様はい

つでもどこでも私たちと共にいる」。それがイエス様がその言葉と行動で伝え

られたメッセージだったのだと思います。 

 今回の聖書のお話は、イエス様が「最後の晩餐」の席で、弟子たちに話され

た話の一部分です。イエス様は「私は道であり、真理であり、命である。私を

通らなければ、誰も父のもとに行くことができない」と言われました。「道」

とは人々が通るものであり、その上を歩むものです。この言葉は、一見すると、

「キリスト教を信じなければ、天国には行けませんよ」という意味であるかの

ように受け取られるかもしれませんが、日本語でも「道（みち・どう）」とい

う言葉には、「生き方」や「あり方」という意味があるように、ここで言われ

ている「道」もまた、そのようにイエス様がその身をもって示された生き方、

あり方のことを指していると考えられます。ですから、この言葉は、言い換え

るならば「私があなたがたと共に歩んで来たように、あなたがたはこれからも

歩んで行きなさい。そこに命をもたらす真実があります」ということでした。 

 キリスト教の「宣教（教えを宣
の

べる）」や「伝道（道を伝える）」が、宗教と

してのキリスト教や聖書の知識を理解させ、入信・改宗させることであれば、

それは小さい子どもたちや、認知症や様々な病気や障がいをお持ちの方々を対

象外としてしまいます。しかし、「私を通りなさい」と言われるイエス様の道

は、全ての人々に開かれているはずです。久宝教会が、八尾市久宝寺の地に戻

って来て 1 年が経ちました。私たちの教会では「二人、または三人が私の名に

よって集まるところには、私もその中にいるのである」（マタイ 18：20）と言

われたイエス様の言葉を、いつも心に留めて来ましたが、このコロナ禍
か

の中、

その二・三人ですら、共に集まることが難しくなってきています。しかし、  

たとえこの礼拝が、インターネットを介した集いや交わりであったとしても、

またそれも出来ず、場所も時間も共に出来なかったとしても、だからといって

神様の働きが、異なるわけではありません。イエス様がその言葉と振る舞いで

示されたように、神様は全ての人と共におられて、今も働かれておられます。

そのために、たとえ場所も時間も離れていたとしても、私たちがイエス様の道

を共に歩む者であることには何も変わりはありません。ですから、私たちは今

日もここから、神様が全ての人と共におられるということを証ししていく者と

して、神様によって用いられて行きます。 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   LINE 公式アカウント 
            



 

◎ 先週の報告 （5 月 2 日） 

 礼拝出席 大人 6 名（中継動画再生数 30 回） 献金 大人 7,000 円  感謝 
 
◎次週 2021 年 5 月 16 日（日）復活節第 7 主日礼拝（アジア・エキュメニカル週間） 

 招きの詞 エレミヤ書 10 章 10a, 12 節 

  エフェソの信徒への手紙 4 章 6 節 

 聖 書 ルカによる福音書 24 章 36－53 節  

 メッセージ「真実から目を逸
そ

らさない」牛田匡牧師 

 賛美歌 21－287（©教団讃美歌改訂委員会）、新生 363（©日本バプテスト連盟） 

  礼拝はインターネットで中継配信いたします。 

  礼拝後には「聖書を読む会」を行う予定です。テキストは『創世記』第 29 章で、

コピーを配布いたします。お時間の許す方はどなたでもご参加ください。 
 
◎お知らせ 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、大阪府には「緊急事態宣言」が出さ

れています。ご自身が感染しないためにも、また他人に感染させないためにも、そ

してまた医療崩壊の現状を悪化させないためにも、教会堂に集まる形での礼拝に

こだわらず、インターネットの中継配信を利用したご在宅での礼拝など、それぞれ

の方が参加しやすい形で礼拝にご参加ください。教会では換気やマスク着用など

感染予防に留意しながら礼拝をいたしますが、教会にいらっしゃる際には、ご自身

の体調にご注意いただいて、検温、手指消毒とマスク着用、お隣の方との間隔をあ

けた着席をお願いいたします。「週報」や「メッセージ（全文）」はホームページか

らダウンロードしていただくことができます。またご希望の方にはご自宅までお

届けいたします。ご遠慮なくお知らせください。 

・毎月第 2 木曜日に、釜ヶ崎・いこいの家で行われている本田哲郎神父との「聖書を

読む会」は、コロナの感染拡大や緊急事態宣言などの状況から、今月 13 日は休会

となりました。来月以降、感染状況を確認しながら、再開を検討していきます。 

・「外国人住民基本法の制定を求める全国キリスト教連絡協議会（外キ協）」から、 

「『外国人住民基本法』と『人種差別撤廃基本法』 

の制定を求める国会請願書 2021」が届いています。 

署名用紙は受付に置いてありますので、ご賛同頂け 

る方はどうぞご署名をお願いいたします。同会の 

ホームページからも署名用紙をダウンロードする 

ことが出来ます。  https://gaikikyo.jp/ 
 

◎ 次週以降の行事予定 

 会場 メッセージ 行事 

5/16 

久宝寺地区 

久宝まぶねこども園 

（新園舎・教会堂） 

牛田牧師 聖書を読む会 

5/23 牛田牧師 

ペンテコステ礼拝 

（礼拝後の愛餐会は行いません） 

おにぎり支援 

5/30 牛田牧師 誕生者祝福式 

6/6 岡嶋伝道師 ユーカリスト・教会を考える会 

 
 


